























































木 下 賢 一
はじめに
1862年の ロソ ドソ万国博覧会 へのフ ランスの労働者 代表 団の派遣 をめ ぐって,特 に代表選 出 と帰
国後の各職種の 『報告書』 作成の過程で,一 群の労働者エ リー トが登場 した。彼 らの一部は,理 論に
おいてだけでなく,立法院選挙に労働者の候補を立てるなど,実践においても他の社会階級に対 して
労働者の 自立 を主張するにいた ったω。
他方,こ の ような動 き と並んで,1860年代初頭 に一部 のブルジ ョワ と労働者 エ リー トのあいだで
接近 がはか られ,そ のなかか ら協同組合運動 が生 まれて きた。 この 協同組 合運動 は,1848年のそれ
とは異な る独 自な形態 を とる とともに,や がて1860年代のパ リの労働者の運動のなかで中心的な位
置を占めることになった。
この第二帝政期のパ リの協同組合運動の核になったのが,1863年に創設 された労働信用組合
Soci6t6duCr6ditauTravailであ った。 これ は,協 同組 合 の設 立 を支 援 す る と ともに既 存 の 協 同組 合
に融資することを目的 とした民衆銀行であった。この労働信用組合の提唱者であ り,またその経営者
で もあ った のが 元家 具職 人 の ジ ャン ・ピ エ ーー ル ・プ リュー ズJean-PierreBeluzeであ っ た。 彼 は,ユ
ー トピア社会主義者力べの忠実な弟子 として,ア メ リカでの理想郷=イ カ リア建設に献身的 に携わ っ
ていたが,やがてカベ主義者としての活動を放棄するとともに協同組合運動に方向転換 していった と
い う,興 味深い人物である。
本稿では,ブ リューーズの この思想的転回過程 を明 らかにする とともに,こ の信用組合 を中心 とする
1860年代の協同組合運動の歴史的意味を社会史的観点から明らかにしていきたい。
(一)労働信用組合の設立
1848年のア ソシアシオン運動の挫折 とルイ ・ボナパル トのクーデ タに よる弾圧 と追放 に よって,
さ まざまな労働者 グル ープの り一ダーたちが退場 し,そ れ に続 く権威 帝政期の 沈黙の10年の後,
1860年代初頭に再び労働者が舞台に登場 した時には,彼 らは思想においても行動において も48年の
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労働 者エ リー トとは著 しく異な っていた。サソ ・シモ ン主義者,フ ー リエ主義者,カ ペ主義者,ブ ル
ー ドソ主義者たちは,48年の挫折を通 しておのおのが思想的転回を経験 しただけでな く,かつての
敵対 を忘れて互いに接近 し融合 して新たな潮流を形成 しつつあった。1860年代の協同組合運動やイ
ンタナショナルにおいては,か つてさまざまな潮流に属 した人びとが共存 し協同 しているが,これは
各潮流の思想的転回を前提することな しにはありえなかったであろう。
プリュドモによると,過去の経験から革命的な方法の不毛さを悟 り,漸進的に社会改革を進めてい
こうとす る労働者たちがグル ープを形成 し②,彼 らとブルジ ョワの一 部が接近す るとい う新 たな動 き
が生 じて くる。「その気質のゆえに,また(過 去の運動に対する一引用者)幻 滅や反省,挫 折 した経
験によって,理想主義的なブルジョワあるいは単に政治的必要から帝政に反対するブルジ ョワに接近
した人び とがいる。それは,パ リのブ リューズ,ク ロ リコウスキイやベルネな どの幾人かのカペ主義
者,… ア ルチ ュー ル ・ ド ・ボ ナー ル,ア ン リ ・ク チ ュ リエ,ガ ニ ュール,デ ィザ ル ギ エ,ゴ ダ
ソ,デ ュヴァル,バ リエな どほ とん ど全員 フー リエのフ ァラソステールへの参加者 たち,ダ リモ ン,
ヴ ェルモ レル,そ れ に初期には,ギ ュスタヴ ・シ ョデな どの幾人かのブルー ドン主義者 であ った」(3)。
こう してパ リでは1862年か ら63年にかけて,ブ ルジ ョワ と労働者たち を中心 に して,イ ギ リスや ド
イツの協同組合運動の影響を受けた協同組合の組織化をめさす動 きが生 じてきた。
労働 信用組 合は,こ の ような労働者 とブル ジ ョワの協力の も とに結成 された。 まず,1863年1月
初めに8人 の有志が労働者の世界に深 く関わっている経済問題を共同討議するために集会をもつこ
とを決めた。 この8人 は元 力べ主義者 のブ リューズ,医 者 で元 フー リエの弟子 であ ったアルチ ュー
ル ・ド ・ボナール,石 工協 同組合の共同経営者のコア ドソ,ピ アノ製造業者ルイ ・クネプ,ジ ャーナ
リス トのエ リ ・ル ク リュ,医 者の シルヴ ェス トル,卸 売商人のアン リ ・シュマール,そ して会計係の
ジ ョゼフ ・ゴーであった(4)。長 期間にわ たる議論 をへて,8カ 月後の1863年9月27日,主に労働者 と
プチ ・ブルジ ョワか らなる172名の出資者に よって,ブ リュ… ズ商会 とい う社名の合資会社 として設
立 された。労働信用組合 は,資 本金2万120フランで始めたが,設 立時点 で払い込 ま=れた資金は4082
フランのみであ った(5)。この よ うに労働信用組 合は,そ の誕生 か ら労働者 の手 にな る組 織 とはいえな
か ったが,政 府の助成やブルジ ョワの慈善によって設立 された ものではなかった。
この時期 の協同組合 運動 を1848年の それ と比較 した とき,ガ ヤールが指摘 してい るようc`,前者
には後老のような平等精神や人間の解放 というような高魑な思想も階級性も存在 しなかったといえよ
う(6)。しか し,こ の よ うな超歴史的な規定 はあ ま り意味 があ るとは思えな い。元カベ主義者の プ リュ
ーズにとって,彼の推進 した協同組合運動が以前の彼の基準か らすれば後退 していることは もとより
承知 しているわけで,その上で方向転換 したのである。つまり,彼はかつての自己の基準そのものを




越えた人び とによって構成され支持 された ことによって,さ まざまな人 び との交 流の場 とな り,さ ま
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ざまな潮流の増禍になったことにあると考えられる。労働信用組合がもった意味は,そ れが実際に実
現 した ことよ りも,そ れを中心に して1860年代のパ リの労働者 エ リー トやブル ジ ョワ自由主義者 た
ちとの交流の場が形成された点にあろう。
また,信用組合がとりわけさまざまな傾向の労働者エリー トたちが知 り合う機会を提供 したことは
さ らに重要であ る。 コルデ ィヨは次の ように述 べて いる。 「労働 信用組 合 は,186E年に消滅 す るま
で,あ らゆる傾向の社会運動の合流点であ った。インタナシ ョナルのメソパー,協 同組合主義者,相
互主義あるいは労働者評議会の支持者,共 和主義的反体制派が接触 し,いっしょに作業 し,知 り合
い,相 手の価値を知 り,妥 協点を探 り,共 同の計画を練 ろ うとするために,考 えを交換 することを学
ん だ」(7)。た とえば,帝 政 末期のイ ンタナ シ ョナルの中心的指導者 になるヴ ァル ラソも1865年に加入
し,組 合が破産 する1868年までメンバー であ り続け てい るのである(s)。
(二)ブ リューズ とその思想
(1)ブりユーズの履歴
労働信用組合設立の中心人物 であ るジ ャン ・ピエ…ル ・ブ リュー ズは,1821年5月18日ロワール
県 に生 ま;れ,若くしてパ リに出て1846年カベの弟子 にな った。 彼は,カ ベ主 義者 たちが共有制に基
づ く共同体=イ カリアを新大陸で実現 しようと した とき,第 一陣の入植者 に選ばれていたが,結 局パ
リに とどまることになった。指導者 カペがア メ リカへ 出発 した後,彼 はフランスにおけ るイカ リア思
想の宣伝の リーダー とな り,ま たカベの新 聞 『ポピ ュレール』の経営 と編集 を担当 した(9)。彼はその
後12年間にわたりカベの教義のためにパ リにとどまって献身的に活動 を続けた。援助資金を集めて
=1ロ ニ 曹一
はアメ リカの入植地に送 る とともに,入 植希望者を募 ってはそ こに送 り込ん だ。その間,彼 の述べ る
ところに よれば,8回 訴追 され,二 度投獄 され,'12回ほ ど家宅捜索 を受 け,8回 か ら10回秘密結社 の
指導者として地方の検事に起訴された というω。このような迫害にもかかわらず,彼 は献身的に新 し
い共同体実現に尽力した。
しか し・やがて入植著たちのあいだで内紛が生 じ,そ れは カベの アメ リカ到着後 も収 ま らず,つ い
にコロニーは分裂 して しま う。 しか し,ブ リューズはイカ リア建 設 を支 え るべ く,集 めた 資金 を送
り・新 たな入 植者 を送 り込み続 けた。1856年の カベの死後 もコロニーへの送 金 をやめ るこ とはなか
った・ しか し・事業の園難さ と失敗,そ して入植者のあ いだの内紛 ,対 立,分 裂,ブ リューズに対 す
る中傷や裏 切 りを前に して,結 局彼は この道を放棄す るにいた った。
しか し・彼がイ カリア運動 か ら身を引 く決心 を したのは もっと深 い理 由か らであ った。それはイカ
リア理論 その もの に対す る疑問か らであ った。事実 上,ブ リ ュー ズは1862年にはすで にパ リの イカ
リア事務局の仕;事を停止 していたが,1863年1月6日 にその;事務局代表 の辞任 を宣言 した。 しか し,
彼は・カベの思想を棄てたにもかかわらず,生活に窮 していたカペの未亡人 と同 じく未亡人になって
いたカベの娘の生活 を支 えるため,1862年に カベの娘 と結婚 し,師 の カベ に対 す る忠 実 さを失わな
か った⑪。
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ブリューズは,パ リのイカリア事務局の代表を辞任した数 日後に 『進歩の結果 としてのアソシアシ
オンー 労働信用組合 一 』と題するパンフレットを出版するとともに,労働信用組合結成のための活
動 を開始 し,以 後協同組合運動 に献身す ることにな る。 このパ ソフ レヅ トはプ リューズのそれまでの
思索 と経験を総括 したものであ り,彼のいわば方向転換の宣言でもあった。
1863年の9月 に結成された労働信用組合は,元 イカリア事務局がおかれていたプリューズの住居
におかれ,彼 はその経営者 とな った。 この時ブ リューズ42歳であった。
② 思想的転回 一 挫折と 「進歩」一
ブ リューズは,そ の小冊子 『進歩の結果 としてのアソシアシオソ』 において,財 産 も社会的地位 も
なく,国家のいかなる役職にも就いたことがない自分のような人間の意見に意味があるとしたら,そ
れは 「アソ シアシオソに関 する15年にお よぶ研究 と実践 によ って,自 分が この問題 について い くば
くかの経験 を獲 得するこ とがで きた」。オか らである と述 べ,自 己の経験が主張の根拠にな ってい るこ
とを述べている。
では,こ の経験 とは何であ ったのか。 それは アメリカでの イカリア建 設の経 験であるが,と りわけ
その挫折の経験であった。これがそれまで忠実なカペ主義者であったプリューズをしてその考えを改
めさせ,新 しい試 みへ と促 したのである。 ブ リューズは,こ の小冊子発 行直前 に出 した,パ リのイカ
リア事務局代表辞任の宣言の中でその理由を次のように述べている。「我々は,現 在の方針 を変更 し
なければな らない と思っている。私 がコロニーのパ リ事務局代表を辞任する とした ら,そ れ は自分が
この役割をもはや十分に果たせないと考えるからであ り,また我々の活動と献身を他の事業に向ける
ことによって,な おい くらかの仕事 をな したい と思 うか らであ る。その事業 というのは,我 々の共 同
体ほど完全でも,根源的でもないが,お そらく労働者大衆の必要 と教育程度によりょく対応 してお
り,その上,共 同体に達する最短かつ最 も直線的な道であると思われる。我々の共同体を崩壊させた
共同体員の脱退の原因が,共 同体の生活に十分に備えることな く参加 した人びとの教育の欠如に帰せ
られることを知 らされた。 まさにそ こに我 々の企図の根本的な欠陥 があ る と確 信 して いる。我 々が一
時的にその企図の拡大を制限するよう忠告するのはこのためである」⑬。
これはイカ リアについて述 べたものであ るが,ア ソシアシオ ンについて もプ リューズは小冊子の な
かで,48年のアソシアシオソが挫折 したのは,組 織運営に経験のない労働者が管理 したためであ っ
たとし,知的で,献身的で,知識のある労働者はまれではないが,事業に経験のある労働者はきわめ
てまれであ ると している⑭。
ここに明 らかな ように,プ リュー ズは,48年の さまざまな試 みが挫折 したのは,そ れ らを担 う人
間自体 に問題があった と見てい るのである。あるいは,リ ー ダーの側に人 間 とい うものの多様性につ
いての洞察が足 りなかった といっているともいえよう。そして,新 しい社会の建設は意志 と献身だけ
で実現できるようなものではな く,多 くの知識 と経験が必要であ り,そのたあにまず労働者の教育が
必要であ ると主張 している。 この ような認識は この時代の労働者 エ リー トの思想に通底 して いる鱒。
前述 した,48年のさまざまな潮流の再編の基底にあるのはこの認識である。
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プ リューズの思想的転回 を促 した もう一 つの要因は,「進歩」に対 する確信であ った。 この小冊子
全体を貫いているのは,「進歩」に対する讃歌である。 しかも・それはなによりも産業における発展
に対する讃歌であ った。「この進歩 とい う言葉が,我 々の時 代を特徴 づけ,ま た観念 と事実 において
成就された革命を表現 しているのである。人類は新たな事業にとらわれた。一種の熱気が人類を煽 り
たて,動 か している。人類 は抵抗 しがたい衝動 にか られ て,未 知の世界の征 服 に駆 り立て られて い
る。諸国民は進歩 とい う語が発せ られ るのを聞いて,長 い眠 りか ら覚め,未 来 への道 を探 っているよ
うに み える」⑯。
しか し,ブ リューズの小冊子の 「進歩」観は啓蒙主義的なそれ というより,一 九世紀中葉の産業化
による圧倒的な物質的発展を前にした 「進歩」への確信といえるものであった。産業の発展による人
間の解放 という進歩観は一九世紀前半のユー トピア社会主義 にも一般的 に見 ら;れるのであるが,ブ リ
ユーズにとって,そ れは時代認識を変 えて しまうよ うな圧倒的 な現実 として眼前 に展開されたのであ
った。そのことは,この時代の産業化の象徴である蒸気力へのたび重なる彼の言及に見 られよう。ブ
リューズによれば,印 刷術 の発明は一つの革命であ ったが,「一九世紀は じめの蒸気力の発見は,世
界的次元で,さ らに埠大 な革命 を行った」翰のであった。 さ らに彼は,蒸 気力の発見が,産 業のみで
な く人間のすべての領域における変化を生み出した原動力だとみな しているのである⑱。
そ して,こ のような進歩 は科学的認識の深化による ものであ り,そ れが物質的次元だけで な く,精
神的次元におけ る進歩を もたら した として,「科学 をあ らゆ る進歩の源泉 とみな して いる」⑬。そ こか
ら,ブ リューズは,社 会 にも自然におけるような法則が存在 する と述べる。「我 々は,社 会科学 も物
理学や化学 と同 じように精密科学 である と信 じてい る。なぜな ら,我 々は,自 然がつ くり出すすべて
のなかに見られるように,社会組織に固有の支配的かつ一般的な法則の存在を確信しているからであ
る 」⑳。
上に述べたような48年の挫折 と産業発展として展開される圧倒的な 「進歩」 という現実のなかに,
ユー トピア社会主義者ブリューズの協同組合主義者への思想的転回の契機があったのであ り,それは
またこの時代の多 くの労働者エ リー トに共通する もので もあった とい えよう。
(3)アソシアシオ ン
ブリューズの小冊子は特に独創的な思想を展開しているわけではない し,論旨も明快 とはいいがた
い。問題は これが当時のパ リの少なか らさる労働者 エ リー トを惹 きつけたこ とにあ る。 つま り,そ こ
にこの時代の 労働者エ リー トが共有する問題関心が表明されていた といえるのである。 それ は,「挫
折」 と 「進歩」 とい う現実に対 して 「アソシアシオン」を どう位置づけ るの か とい う問題であ った。
ところでア ソシアシオソ というのは,一 般的 には 自由で平等な個人が 自発的 な意志によって結合 し
コルポラシオン
た結社を意味 している。フランス革命によって,同職組合が解体され労働の自由が実現されたが,同
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は,厳 しい競争と機械化によって危機に瀕 した労働者を,か つての同職組合のような特権的な組織に
よってではな く,アソシアシオンという近代的で民主的な新 しい組織原理に基づいた組織によって防
衛 しようとしたのであ り,さ らにこのような組織を基礎に して新 しい社会を築こうとしたのであっ
た。つまり,ア ソシアシオンは,身 分制社会の社団的編成原理の解体後の産業社会において,下 から
社会を再編成 しようとする試みであった といえよう。再編さるべ き社会形態 と具体的な運動形態その
ものはさまざまな潮流により異なっていた。 このようにアソシアシオソを歴史的に位置づけることが
で きよ う⑳。 その担 い手 は労働 者エ リー トであ った。
ブ リュー ズは,小 冊子 の 冒頭 で,そ の意図 す る ところを次 の ように述 べてい る。「我 々は,ア ソシ
アシオンが社会進歩の自然な結果であること,そ して,蒸 気,電気,産 業への機械の導入がアソシア
シオンをますます必要かつ不可欠に していることを示そうとした」軌 では,彼 がここで提示する新
しいアソシアシオン とは どのようなものであろうか。そこでは,蒸 気 とアソシアシオソを結びつける
とい うユニー クな見:方が示 されて いる。
「蒸気力の発見がもた らしたもののなかで,ア ソシアシオンの原理の発展を第一におかねばならな
い。 … 鉄道を建設 し,運河を開削 し,工場 を設置するなどさまざまなことをするために家主が門
番や街の使い走 りと協力するようにさせたのは,蒸 気力である。銀行家が,そ の経営報告書を自分の
食料品屋や,仕 立屋や,場 合によっては,自分の召使いや御者に提出することだってあるの も,蒸気
力の結果 である。 … これ らの大会社を設立するのは蒸気力であ り,そ こでは社会のすべての階級
が一つにな るために,社 員 としてあるいは株主 として肩を並べているのである。生産の方法を修正
し,変化させることによって,産 業 と同じく商業の古い組織をすべて覆 しているのは,こ の蒸気力で
あ る押 。
ここには,ば く進ずる蒸気機関車の力強いイメージと社会的変容のイメージがだぶっているのが見
られるだろう。機械化 と産業の発展により,個人的な規模では経営で きな くな り,人び とが資本を出
し合 って や ってい かざるをえな くな った。 こう して 「アソシア シオ ンが ますます一般 化 し,規 範にな
りつつある」㈲のである。 ここでいわれているアソシアシオソは株式会社 とほぼ同 じもの と考えてさ
しつか えないだろ う。 そ して,そ れが民主化の機 能 を もってい る とみな されているのであ る。
また,ブ リ ュー ズの労働 信用組 合に関す るもう一・'つの小冊子 では,ア ソ シアシオソについて次の よ
うに述べ られてお り,こ こでもやはりア ソシアシオンとは営利会社の ことであることが示さわてい
る。「この原理(連 帯一引用者)の 最 も直接的な適用の一つであるアソシアシオソは,近 代世界の偉
大な挺子,将 来の民主主義の全能の道具になるであろう。鉄道,蒸 気船,運 河,鉱 山,我 々の商業 と
産業の四分の三はそれによっているのである。それがなお我々に約束 しているものと並んで,あ らゆ
るこまごま とした もの まで,そ れ によってい るの であ る。 今 日では,我 々が労働者 と誠実な人 び との
ために,貧 困の絶滅 と悲惨な状況からの解放を要請するのはこのアソシアセオソに対 してである」鱒。
ブリューズは後 に(186E年)もっと明瞭に,「協同組合 とは商業 と産業に導入された民主主義であ





プリューズは,社 会的進歩 によって労働 に対する見方が この時代に一変 したこ とを指摘 している。
「労働は長い間,神 によって課 さ;れた罰 として,ま た人間の堕 落の印 と見な されて きた」㈱。 そ して,
これまで労働者 もその ような考 えを受け入れて きた。 しか し,今 日ではその ような考 え方 は,「労働
は入間の独立 と自由の源泉 である」翰,と いう考え方 に とって代わ られ た としている。そ して,そ の
ことを最 もよく示 しているのが万国博覧会である とい う。 この小冊子が出版 されたのは,ロ ン ドン万
国博覧会が開催された翌年であり,それを見学 したフランスの労働者代表団が職種ごとのr報告書』
を順次出版 しつつある時であ った。彼 は万博につ いて次の ように述 べている。 「つい最近 まで労働 は,
それを免れるこ とができるすべての人 び とに よって,軽 蔑されな おざ りにされて きたが,今 日では敬




としている。 しか し,他方では労働の 自由の結果,労 働者のあいだにエゴイズムが蔓延 し,互 いを敵
とみな して生 きていかなければな らな くなつが0。 に もか かわ らず,彼 は,労 働の 自由が労 働者 にと
って重要な意味を もってお り,後 戻 りすべ きではな く,社 会的進歩の道 を歩 むべ きである と主張す
る。「なぜな ら,労 働の 自由が我 々の 自立 を保証 し,そ れのみがすべての人に労働の成果 を保証で き
コルポラシオン
るか らである。 それゆえ,い かなる形態の もとにおいてであろう と,同 職組合 の再組織を願 うことは
やめ よう。なぜなら,自 由の体制がその不都合 さを もっていようとも,特 権が生み 出す悪 に比較すれ
ば,そ れ らの不都合は軽度 であるか らである」ω。 そ して,こ の不都 合は,ア ソシアシオン におけ る
協同活動によって克服で きる とする働。
また,機 械は一時的に労働者の賃金 を引 き下げ,仕 事 を奪 うことによって,労 働者を苦 しめたが,
やがて労働者の解放を支えるものになる としている。「機械は,労 働者 を支援 し,そ の苦痛 を減 ら し,
その幸福を増大するよう定められた補助者である。それは労働者の解放の道具である。それ らが労働
者 を真の市民 に し,彼 らを 自立 した 自由な人間 にす るのであ る」⑳。 また,機 械 を使 い こなす労働 者
の知性を次のように謳い上げている。「これらのすべての運転中の機械 と知的なこれらのすべての労
働者が示す光景ほどすばらしい光景はない。彼らは機械の動きを監視 し,操作 し,つ くられた製品を
新 しい製品に置 き換える。 しか し,こ れ らすべては苦痛 も疲労 もな くなされている。 これ らの労働者
に必要なのは・ もはや筋力ではな く,知 力であ るこ とが分か るであ ろう」鱒。 この機械 とそ れを操作
する知的労働者への讃歌は・当時のサソ ・シモン主義者 と一致する考 えである といえ よう。そ して,
機械が労働者にもたらす不都合は,アソシアシオソによって労働者が機械を所有することによって,
解決できる とする㈲。
このようにプリューズは・社会的進歩 と産業発展が労働者にとろてもつ意味を高 く評価 し,進歩の
旗の下に前進 しなければならないとし,そのためにアソシアシオンが不可欠であると主張するのであ
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る。労働者のアソシアシオソそのものは営利会社の形態をとった生産 ・消費協同組合 として設立され
る。そして,そ の実践の過程で少 しつつ労働者は協同と組織の管理運営の術を身につけていくことが
で きるとする。 プ リューズの表現 に よれば,「営利会社 は小規模 アソシアシオソであ る。 それは,大
ア ソシアシオ ソの模索であ り,試 みであ り,徒 弟修 業である」鱒。 ブ リューズは,し か し,ア ソシア
シオンの設立において国家の介入があってはならないとしている。凋家の介入は,ア ソシアシオソに
とって も国家に とって も得 る ところ少ない とし,イ ギ リス政府の ように法律を改善す るこ とに限定 す
ることが望ましいと述べている鰍 あくまで,労働者の自由で自発的な組織でなければならないとし
て い る。
プ リュー ズは現実の社会 が階級 社会であるこ とを認 めてはい るが,し か し,一 つの階級 的観点か ら
歴史や社会をとらえているのではない。彼は労働者の解放を求めているが,そ れは,革 命によって他
の階級 を労働者の状態 にまでいわば 「引 き下 ろ」 して 「平等」 にす ることに よってではな く,労 働者
を社会的に 「上昇」させ他の階級 と 「対等」になることによってである。先に引用 した彼の表現に従
えば,「労働者を真の市民にし,彼 らを自立 した自由な人間にする」ことがH指 されていた。労働者
の解放は,こ の ように労働 者の 「真の市民」への上 昇にあ り,こ の 「上 昇」は,産 業 の発展 と労働者
のアソシア シオソによって可能 となる。
労働者のアソシアシオンについてのこのような考えがパ リの労働者エリー トに支持された背景に
は,当 時 の労働者のあいだに社会的上昇 への強い願望 があ ったか らだ と思われ る。 プ リュー ズは,当
時の労働者のあいだに自らの境遇からの強い脱出願望が存在することについて次のように指摘 してい
る。「自立への願望が これほ ど一般的で強か った こ とはか ってなか った。賃 金生活 者の状 況か ら脱 出
しよう とする企てが これほ どなされたことはかってな かった」㈹。
この ように,プ リューズはユー トピア を棄て,現 実主義的な道 を選んだのであるが,こ の ことは協
同組合を最終 目的にすることではなかった。先に引用 したイカリア事務局代表辞任の宣言のなかで,
次 のように述べてい る。 「パ リにはかな り多 くの協同組 合が存 在 してい る。 そ して,す べ て繁栄 して
いる。 しか し,組 合員の数 を増 やすか,あ るいは新 しい組 合を設 立 しなければな らな い … 我 々が
:
専念 しようとし,我々のすべての友人 と進歩のすべての友の協力を要請 しているのは,こ の事業に対
してであ る。そ こに,我 々が共同体生活 に我 々をよ りょ く準備 することがで きる移行期のシステム と
見なすことができるものがある。 … 我々は,設立されたアソシアシオンが数年後には完壁に連帯
を実践 しようと望むイカリアソたちが形成される真の苗床になるであろうと堅 く信 じている。彼らは
すでに実践 によって連帯へ と形成 され,コ ロニーは彼 らのなか にすべて準備 された要素を見いだすで
あ ろう。そ して,彼 らとともに,共 同体 は求めていた偉大 なこ とを実現 で きるだろ う」暁
ここでは,協 同組合は移行期の体制であって,目 的は共同体であるとしている。 これを代表辞任の
ための弁明 ととるこ ともで きるが,思 想 的には一貫 している ともいえる。労働者の解放が 目的であ る
こ とは小 冊子の いた る ところで明言 されて いるか らであ る。 あ るいは,こ こにプ リューズがなお48





信用組合その ものは,1857年以来慎重に少 しつつ発展 してお り,1863年の労働 信用組合設立時点
で,パ リには17の相互信用組合が確i認さ;れてい るが,こ れ らは ごく小規模な もので組合員は10名か
ら15名程度の ものであ り㈱,わ ずかな積み立てを して必要な組合員 に融 資す るという,い わば頼母子
講の ようなものであった といえよう。
これに対 して労働信用組合は,は っきり生産 ・消費協同組合設立を 目的 に謳 い,自 らを協 同組合運
動の中核 として位置づけていた暁 そ して,この労働者のアソシアシオソを48年のように国家に依存
することな く発展 させてい くのが労働信用組合の任務である とする。 すなわち,こ れ らの労働者のア
ソシアシオソに資金を融資 し,さまざまな情報 と助言を提供するのが労働信用組合の目的である。た
だ,こ の信用組合 の特徴は,合 資会社の形 をとった基本的に営利会社 であ ったことで,当 時の投資銀
行のひ とつであったことである。「すでに土地所 有 と動産所有のため に行 なわれた ことを,労 働に と
ってもする必要がある。土地信用組合,動産信用組合,産業信用組合,農業信用組合などか創設され
たように,労 働信用組合を設立する必要がある」㈹。 しか し,あ らゆる株式取引 と投機は禁 じている紬。
この協同組合設立を日的とした民衆銀行という思想そのものは独創的な ものではなく,カベやサソ
・シモン主義者やブルー ドソな どの考 えの寄せ集め とい えな くもない。歴史のなかで,あ る思想が影
響を与えるのは,か な らず しも思想その ものの独創性によるのではな.く,それがある状況のなかで新
しい意味を帯び,そこから歴史的効果を生み出した場合である。労働信用組合がブルジョワやかつて




のである。 これは もちろん,第 二帝政 という独裁的な権力の下で合法的 に運動 を進 めてい くという,
この時代の労働者エ リー トに共通の現実主義的な態度 とも無関係ではないだろうが,し か し,こ こに




か ら拾ってみ ると,出資者のなかにオル レアン王党派の カシミール ・ペ リエやオーギ ュスタソ ・コシ
ヤソと並んで古参の共和主義者ルイ ・プラン・エスキロス,ナ ケや若い共和主義者で当時医学生であ
ったク レマン ソーのような人 びとが見 られる。 また,ク ーデタに'よる亡命者アルフ レッ ド・タラソデ
イエや・後に ロシュフォールのrマ ルセイエーズ』紙の編集長でコミューン議員に選出され るヴェル
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デ ュール,後 にパ リ市議会議員になるデュジ ャリエ,元 代議士でカ トリックの民主主義者 アル ノー,
あるいは当時立法院議員で 「五人組」の一人 であったブルー ドン主義者の ダリモ ン,さ らにロシアの
革命家バクー ニンの名 も見 られ る。組合の運営委員会には,プ リューズ と並 んで,プ ロス,弁 護士 ク
ラマ ジ ュ ラソ,ア ン トワー ヌ ・フ ァヴ リエ,オ ル ソ,ク ネプ,エ リ ・ル ク リ ュ,ア ン リ ・シ ュマ ル,
フ ェリックス ・ヴ ェル ディエな どが見 られ,監 査委員会 には,医 師アルチ ュール ・ド・ボナール,銀
行家モ チ ュ,コ ア ドソ,機 械 工ボー,リ ジ ュ,医 師 アン リ ・シルヴ ェス トルな どの名があが って い
る。また,多 くの自由主義的新聞の支持を得ていた㈹。組合の規約は弁護士からなる委員会によって
準備されているが,そ の委員のなかにはジ ェ,ヴ ァヴ ァスール,シ ョデがいた し,著 名な共和主義者
で あ るカ ル ノ ー,ガ ル ニ エ ・パ ジ ェス,ロ ラ ン ・ピシ ャ,ジ ュール ・シ モ ンた ち も加 入 して い た㈹。
また,1866年に労働者信用組合の なか に設置 されたある委員会のなか に,ヴ ァル ラン,弟 のルイ
・ヴ ァル ラソ ,ジ ュー ル ・ヴ ァソサ ー ル とピエ ー ル ・ヴ ァソ サー ル,ク レマ ソ ス,パ リ万 博 に おい て
労働者委員会書記に選出されるタルタレ,カメリナのようなさまざまな傾向の労働運動の活動家が見
られた暁
この ように社会階級 としては,ブ ル ジョワ,プ チ ・ブルジ ョワ,労 働者,思 想的には 自由主義者,
カ トリック,王 党派,共 和主義者,さ まざまな傾向の社会主義者,協 同組合主義者 にまで及ん でい
る。 自由主義的なブルジ ョワ と労働者エ リー トを結集 していた といえよう。
労働信用組 合は,1863年10月1日に活動 を開始 して以来,組 織 も順調に拡大 し,企 業 と しての経




















また,1867年に おけ る粗 利 益 は9万4000フ ラン,純 益は1万1000フ ラン に一とって い る。1868年に
はこの繁栄はさ らに拡 大 していた。出資者数は2千 人 を数え,自 由にで きる資金は百万フラン以上
あ り,取引高は月 3百万フランに達 していた⑱。1864年だけで労働信用組合の支援の もとに20ほどの




組合が設立されている鮒。この協同組合の出資者 と労働信用組合のそれの多 くが重なっていた。 また,
1866年7月21日から23日にフランスの協同組合の最初 の会議 が開催 されているが,こ の会議 を主催
したの も労働信用組合であ った。プ リューズが議長を務め,全 国か ら23の協同組合 と信用組合の代
表が出席 した㈹。
この ように信用組合は順風満帆であったにもかかわ らず,1868年12A13日突然倒産 して しまった。
組合は,不注意にもボル ト製造業者組合に自己資本を超える額の長期貸 し付けをおこなった結果倒産
したの であ った。結局,金融の知識の不足が原因であった暁 営利会社 として設立された以上倒産の
可能挫は避け られないとしても,皮 肉なことに,ブ リューズがあれほ ど実務的知識の必要性を指摘 し
ていたにもかかわ らず,倒 産 したのであった。翌1869年2月信用組合 は再建 を試みるが失敗す る。
その結果, 自由主義ブルジ ョワたちは協同組合運動か ら離れて いき,労 働者 エ リー トの一部は政治に




48年の挫折 と産業社会の とばt一にあ って,こ の現実 をどうとらえ,そ れに どの ように対応 してい
くのか ということは,こ の時代の労働者エ リー トに とって共通の問題であった。 その問題 に対 する取
り組み方は, 彼 らひとりひとりがそれまでに もつていた思想 と実際 に経験 した ことに応 じて異 なるで
あ ろ う。 こ こで は, そのような一人 として,カ ベ主義者か ら協同組合運動に転換 し,1860年代 のパ
りの労働者の活動の中心 となった労働信用組合を設立 したプ リューズを とりあげた。
ブ リューズの唱 える新たなアソシアシオソは,48年のそれ とは根本的に異 なる ものであ った。彼
は・48年のアソシアシオソ運動を総括 し,その挫折の原因を労働者の組織の管理 ・運営能力の欠如
に求め,労 働者の解放は単 に意志 と献身によって成就されるのではない と結論 する。他方,彼 は きた
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るべき産業社会を社会進歩として とらえ,積 極的にこの進歩を推 し進めてい くことによって,労働者
の解放を達成 しようとする。産業化によって生 じた社会問題を革命によって解決 しようとするのでは
な く,協同組合 という営利団体の発展を通 して解決 していこうとする。その実践を通 じて労働者は協
同と組織の管理 ・運営能力を身につけ,未 来社会に備えることができるとする。きわめて現実主義的
な改革であ るといえるが,し か し,協同組合そのものが 目的であるのではな く,それを新 しい共同体
への準備期間とみなしていたのである。
他方,労 働信用組合は,プルシ ョワと労働者エリー トのあいだで,具 体的な問題をめ ぐって対等 に
議論 し影響を与え合う場を生み出 した。 これは労働者が 「政治の世界」において,末 席ではあるにし
ても恒常的な席を獲得 したことを意味 した。これまで革命時のような非 日常的な状況においてのみ
「政治の世界」のメンバーに加わった労働者が,平 時においてもその構成要素 となったのである。こ
れは,普 選に基礎をお く政治支配 と漸進的改革を求める労働者のあいだの妥協点 として成立 した構造
で あった とい えよう。つ ま り,「政 治の世界」 に労働者 の…部 が統合 され るこ とによって,普 選 を共
通基盤 とする新 しい構造をもった 「政治の世界」が現出する可能性を示 したのであった。政治支配の
側からはこうして労働者階級をも含む政治統合の場が形成 されたといえよう。 これは政治文化 という
観点からは大きな変化であった といえる。
しか し,このような関係は,協 同組合運動を通 じてかな りの労働者を含んでいたとしても,ブル ジ
ョワと労働者の一部のあいだに萌芽的に出現 した関係で しがなかった。主に労働信用組合に関わって
いた協同組合主義者がイニシアチヴを とって組織された1867年のパ リ万博の労働者代表総会は,労
働信用組合を中心に新たに形成された 「政治の世界」を全パ リの労働者エ リー トにまで拡大したもの
であ り,政治権力 との直接交渉を通 じて社会立法に影響力を及ぼすまでにいたるのである鱒。
社会史的観点からもう一つ重要なことは,労働信用組合を中心 とする活動のなかで,労 働者エ リー
トたちが互 いに知 り合 う機 会 をもった こ とであ る。彼 らのあいだの接触 は,1867年のパ リ万博 の労
働者代表総会や1868年以降の公開集会でさらに拡大されることになる鮒。万博代表の総会や公開集会
で演壇 に上 が って演 説 した り議論 した りす る時,彼 らの一・部はすで に顔 見知 りで あ ったの であ る。
62年の ロン ドン万博 で労働 者エ リー トのあい だに生 まれたつ なが りが一 時的 な もの であ った こ とと
比較する と,労働信用組合は労働者エリー トのあいだに直接的かつ持続的な関係を創 り出 したといえ
よう。1866年時点 でパ リはすでに180万人を超 え る人 口を擁す る近代的 大都市 にな って お り,住 民 の
あいだにはすでに都市の一体感は失われており,労働者は日常生活において居住地界隈や仕事場以外
の接触の機会をあまりもっていなかった。 この ような時に,労働者エリー トたちは居住地や仕事場を
越えて互いに直接知 り合っていたのであり,自分の職種の組織をは じめとするさまざまな組織に属 し
なが ら,そ れ らを越 えたパ リの 「労働者 エ リー トの世界」 を構成 していた といえ よう。
このような労働者エ リー トの世界の形成は,帝政末期のみならず,プ ロイマソ軍攻囲下のパ リ,あ
るいはパ リ ・コ ミュー ン期の政 治 ・社会情 況を理解す るための重要な鍵 の一 つ とな るであ ろう。
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